
日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
は
、
９
月

日
に

28

告
示
さ
れ
る
鶴
岡
市
長
選

に
つ
い
て
、
皆
川
治
市
長

と
懇
談
し
、
党
の
政
策
を

示
し
、
意
見
交
換
し
ま
し

た
。市

長
は
、
子
ど
も
の
医

療
費
や
学
校
給
食
費
の
無

償
化
な
ど
、
党
市
議
団
が

訴
え
て
き
た
政
策
を
実
現

し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
あ

げ
、

「
市
民
と
の
対
話
を
通
じ

て
示
さ
れ
た
願
い
を
、
実

現
す
る
の
が
私
の
仕
事
。

以
前
は
国
の
方
針
に
従

う
与
党
中
心
の
行
政
の
姿

だ
っ
た
が
、
市
民
目
線
の

行
政
に
転
換
し
、
職
員
の

◎
基
本
的
政
策

１
．
経
済
的
負
担
の
軽
減

な
ど
子
育
て
を
支
援
し
、

子
ど
も
が
生
き
生
き
と
学

び
、
将
来
に
希
望
を
持
て

る
施
策
の
充
実
に
努
め
る

こ
と
。

２
、
小･

中
学
校
の
過
度

な
学
力
競
争
を
是
正
し
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
居

場
所
（
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
・
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
等
）
の
拡
充
を
図
る

事
。
通
級
指
導
の
拡
充
な

ど
特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
図
る
こ
と
。

３
．
学
校
給
食
は
自
校
方

式
へ
の
転
換
を
前
向
き
に

検
討
し
な
が
ら
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
場
合
も
集

約
は
行
わ
な
い
事
。
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
利
用
拡

大
を
図
る
事
。

４
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
料
軽
減
、
老
朽
化

し
た
施
設
は
公
設
に
よ
る

整
備
を
図
る
事
。

５
．
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
包
括
的
な
医
療
・

介
護
・
福
祉
体
制
構
築

を
、
市
民
負
担
軽
減
に
努

め
な
が
ら
推
進
す
る
こ

と
。訪

問
入
浴
・
訪
問
介
護

事
業
に
緊
急
に
支
援
を
お

こ
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
確

保
す
る
こ
と
。

６
．
農
林
水
産
業
、
地
元

企
業
・
協
同
組
合
な
ど
を

地
域
経
済
の
基
盤
と
し
て

重
視
し
、
地
域
内
の
経
済

循
環
を
豊
か
に
す
る
経
済

政
策
を
進
め
る
こ
と
。
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▽
７
月

日
か
ら

日
ま
で
、
農
林
水

22

25

産
常
任
委
員
会
の
県
外
現
地
視
察
。

①
ア
グ
リ
の
森
（
栃
木
県
小
山
市
）
旧

小
学
校
校
舎
を
活
用
し
た
六
次
産
業

②
西
堀
酒
造
（
同
市
）

創
業
１
８
７

２
年
の
酒
蔵
で
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
日

本
酒
を
開
発
。
ウ
イ
ス
キ
ー
も
開
始
。

③
ウ
ッ
ド
ビ
レ
ッ
ジ
川
場
（
群
馬
県
川

場
村
）

高
齢
化
率

・
３
％
の
村
で

39

％
を
占
め
る
森
林
を
活
用
し
た
「
木

86材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
」（
写
真
）

④
群
馬
県
庁

有
機
農
業
推
進
計
画
を

新
規
策
定
。
有
害
鳥
獣
対
策

⑤
株
式
会
社
日
本
農
業
（
高
崎
市
）

国
・
県
・
市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
耕

作
放
棄
地

を
再
生
、

７
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
キ

ウ
イ
園
を

開
園
。
収

穫
ま
で
３
年
間
の
資
金
確
保
が
カ
ギ
。

⑥
長
野
県
水
産
試
験
場
（
安
曇
野
市
）

内
水
面
養
殖
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
信
州
サ
ー
モ
ン
の
開
発
と
活
用
。

⑦
株
式
会
社
フ
ラ
ワ
ー
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

（
松
本
市
）
花
き
７
品
目
で
出
荷
量
全

国
１
。
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
等

猛
暑
で
し
た
が
非
常
に
有
益
な
事
業

が
多
く
、
県
の
事
業
に
活
用
し
て
い
く

予
定
で
す
。

▽

日
、
酒
田
市
で
お
こ
な
わ
れ
た
、

30
海
上
航
路
安
全
祈
願
祭
と
海
事
功
労
者

表
彰
式
（
「
海
の
日
」
記
念
事
業
実
行

委
員
会
・
酒
田
海
運
親
和
会
主
催
）
に

来
賓
と
し
て
参
列
。
表
彰
式
で
は
、
16

人
の
方
々
が
、
旅
客
船
運
航
、
港
湾
荷

役
、
港
湾
整
備
、
水
難
救
済
等
の
功
績

が
認
め
ら
れ
て
受
賞
し
ま
し
た
。

私
は
議
会
で
水
難
救
済
会
の
事
業
の

支
援
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

（
２
面
に
つ
づ
く
）

（
写
真
）
皆
川
治
事
務
所
開
き
が
２

日
行
わ
れ
、
党
市
議
団
と
関
徹
県
議

が
出
席
し
関
県
議
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
鶴
岡
市
長
選
挙
に
つ
い
て
の
要
請

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
会

２
０
２
５
年
７
月

日
28

窓
口
対
応
も
改
善
さ
れ
て

き
た
。

一
部
の
政
党
に
片
寄
ら

な
い
『
市
民
党
』
と
し
て

貫
い
て
い
く
」
と
語
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
地

区
常
任
委
員
会
は
、
次
期

市
長
選
で
皆
川
治
氏
を

「
自
主
的
に
支
援
」
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
が
、
鶴
岡
市
長
選

に
あ
た
っ
て
提
起
し
た
文

書
は
、
次
の
通
り
で
す
。



（
１
面
の
つ
づ
き
）

農
林
水
産
業
の
担
い
手

支
援
を
強
め
、
家
族
経
営

・
中
山
間
地
農
業
を
大
切

に
し
、
農
林
水
産
業
に
関

連
す
る
生
産
額
の
拡
大
と

所
得
の
向
上
を
図
る
こ

と
。中

小
企
業
振
興
条
例
・

公
契
約
条
例
の
制
定
を
図

る
事
。

７
．
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
、

市
民
合
意
を
前
提
に
、
地

元
組
織
に
よ
る
地
域
産
業

と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ

と
。エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
高

め
、
原
発
に
依
存
し
な
い

社
会
を
め
ざ
す
こ
と
。

８
．
地
球
温
暖
化
対
策
事

業
を
拡
充
す
る
こ
と
。

９
．
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
。

避
難
所
の
整
備
と
運
営

体
制
充
実
、
防
災
資
機
材

等
の
拡
充
を
図
る
事
。

．
合
併
が
も
た
ら
し
た

10市
民
生
活
へ
の
影
響
を
直

視
し
、
ま
ち
づ
く
り
振
興

基
金
充
実
を
始
め
と
し
て

旧
町
村
予
算
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
住
民
の
声
の
反

映
を
進
め
る
こ
と
。

．
慶
応
大
学
先
端
生
命

11科
学
研
究
所
の
支
援
に
つ

い
て
、
地
域
経
済
振
興
と

雇
用
拡
大
と
い
う
当
初
の

◎
政
治
姿
勢

１
．
非
正
規
雇
用
の
拡
大

や
社
会
保
障
削
減
、
庶
民

増
税
な
ど
格
差
と
貧
困
の

拡
大
に
つ
な
が
る
国
の
施

策
に
は
く
み
せ
ず
、
長
期

に
渡
る
日
本
経
済
の
低

迷
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

打
撃
、
現
下
の
物
価
高
騰

で
苦
境
に
あ
る
市
民
の
く

ら
し
を
守
る
為
の
施
策
に

全
力
を
尽
く
す
こ
と
。

２
．
市
政
運
営
へ
の
市
民

参
加
を
制
度
と
し
て
充
実

さ
せ
、
政
策
検
討
段
階
か

ら
の
情
報
公
開
、
市
民
参

加
で
の
議
論
、
公
平･

公

正
な
意
思
決
定
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

３
．
地
域
づ
く
り
の
た
め

の
市
民
の
自
主
的
活
動
、

協
同
組
合
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

非
営
利
で
地
域
貢
献
に
資

す
る
組
織
の
役
割
を
重
視

す
る
こ
と
。

４
．
憲
法
９
条
の
理
念
に

基
づ
い
て
、
政
府
に
対
し

て
大
軍
拡
に
反
対
、
核
兵

器
禁
止
条
約
批
准
を
求
め

る
こ
と
。

排
外
主
義
に
反
対
し
、

外
国
と
も
平
和
・
友
好
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
。

平
和
都
市
宣
言
事
業
の

充
実
を
図
り
、
戦
争
体
験

◎
相
互
協
力

基
本
政
策
の
実
現
の
た

め
に
下
記
の
努
力
を
行
う

こ
と
。

１
．
皆
川
治
氏
は
、
自
身

を
支
持･

支
援
す
る
他
の

市
議
候
補
と
日
本
共
産
党

の
市
議
候
補
を
平
等
に
扱

う
こ
と
。

２
．
市
長
選
挙
の
基
本
組

織
に
お
い
て
は
、
日
本
共

産
党
も
他
の
団
体
・
個
人

と
対
等
・
平
等
に
参
画
す

る
こ
と
。

３
．
個
別
の
政
策
は
、
基

本
政
策
実
現
の
立
場
か
ら

策
定
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
今
後
も
協
議
を
重
ね

る
こ
と
。

櫛引庁舎総務企画課入札結果（ ）内は予定価格
7月31日入札分

・櫛引庁舎消雪施設水源調査業務（上山添地内）（入札4業者）
日本地下水開発(株) 5,350,000円（5,670,000円）

期間～11/14（落札率94.36％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
7月31日入札分

・赤川河川緑地水栓設備更新ほか工事（大宝寺ほか地内）（入札4業者）
(株)国善工業 3,400,000円（3,670,000円）工期～10/31（落札率92.64％）
・都市計画道路３・４・16鶴岡駅錦町線歩道整備工事（錦町地内）（入札5業者）
(株)石庄建設 10,350,000円（10,680,000円）工期～12/17（落札率96.91％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月31日入札分

・切添町日出町線ほか道路改良工事（切添町地内）（入札2業者）
(株)山口工務店 16,800,000円（16,940,000円）工期～8/2/27（落札率99.17％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月28日入札分

・市公共下水道事業 汚水4101～4129号新設工事（下川地内）（入札9業者うち1
業者辞退、1業者欠席）
(株)誠朋建設 262,000,000円（264,950,000円）工期～8/3/31（落札率98.89％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月29日入札分

・三瀬地内径100粍配水管移設工事（三瀬地内）（入札9業者）
荘和設備工業(株) 37,000,000円（37,820,000円）

工期～8/2/27（落札率99.42％）

二
〇
二
五
年
八
月

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
会

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

８
月

日
終
戦
記
念
日
街
頭
宣
伝

15

９:

Ａ
コ
ー
プ
藤
島
前

30

:

こ
ぴ
あ
前

10

00

:

生
協
大
山
前

10

30

:

水
沢

11

00

:

パ
ル
前

11

30

:

石
川
フ
ォ
ト
（
美
原
町
）

11

50

交
差
点

:

生
協
千
石
前

12

10

目
的
に
照
ら
し
て
あ
り
方

を
引
き
続
き
検
討
し
、
成

果
に
見
合
っ
た
支
援
に
見

直
し
て
い
く
こ
と
。

．
市
内
循
環
バ
ス
の
充

12実
と
夜
間
タ
ク
シ
ー
の
確

保
を
図
る
こ
と

．
解
体
費
補
助
の
要
件

13緩
和
な
ど
、
空
き
家
対
策

を
進
め
る
事
。

の
継
承
と
平
和
の
大
切
さ

を
語
り
広
げ
、
平
和
な
鶴

岡
を
次
の
世
代
に
手
渡
す

た
め
に
努
力
す
る
こ
と
。

５
．
人
種
・
国
籍
・
性
別

等
々
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解

消
で
、
包
摂
性
の
あ
る
社

会
の
構
築
を
め
ざ
す
こ

と
。

６
．
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
で
あ
る
市
職
員
の
声

を
よ
く
聞
き
、
職
員
の
自

主
性
と
創
意
を
尊
重
し
て

行
政
水
準
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
。


